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研究概要：本研究開発は、従来の1/1000の低非線形性、1000倍の光損傷しきい値、低遅延特性を
有している空孔コアファイバを伝送媒体とすることで、給電用の光の伝送も可能な大電力の光ファイバ無線
システムを構成する。本システムに利用する新規の遠隔多チャネルアンテナ用光回路およびRF受信回路を
構成し、基地局のRadio Unit（RU）-アンテナ群を無給電（光給電アンテナ）で経済的に接続する。テ
ストベッド環境での大電力伝送光ファイバ無線の実証を行い、B5Gの新たな光ファイバ無線技術のパラダイ
ムを確立する。

（シーズ071） 大電力伝送光ファイバ無線による
高効率無線通信システムの構築
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